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髙橋さん 

インタビューのなかでは、お伝えしきれなかった

ので、ここでちょっとだけ紹介させてください!! 

ある上司が見た夢の話。私が巨大なカマキリにバックドロッ

プを決め、キーキー言わせていたそうです。夢占いで調べる

とカマキリは厄介な問題の象徴らしく、つまり私は大胆で型

破りに問題を片づける存在らしい。嬉しいような気もします

が、セコンド席…いや観客席から応援することにします。課

長、どうかご容赦ください。 

――そして、このバックドロップを最後に、本コーナーは幕

を下ろします。これまで本当にありがとうございました。こ

れからは部会員の皆さんを観客席から応援しています！ 

本編よりも購読率が高い（らしい）「しょうもない話」が最

終回を迎えました。個人的にも好きなコーナーだったので、

これまでのバックナンバーを掘り起こし、勝手ながら総集編

を編纂しようと思います。清水さん、お疲れ様でした！ 

【制作・編集担当】中西 

編集後記 

 

バックアップセンターとは？ 

施設の入退所の調整を行うところです。特別区人

事・厚生事務組合が運営しています。略して BUC

または B/C と表記することもあります。塩崎荘

はバックアップセンターの調整なしで入所可能

です。 

宿泊所・宿所提供施設への入所は、福祉事務所か

らの依頼が必要です。まずは担当のケースワーカ

ーへご相談ください。また。法人本部（03-

6666-1046）まで直接お問合せいただくこと

も可能です。 

母子生活支援施設 

のぞみ荘 / メゾン・ド・あじさい 

法人本部へご連絡ください 

（03-6666-1046） 

 

宿泊所 綾瀬荘 / 宿所提供施設 葛飾荘 

バックアップセンターへご連絡ください。 

（03-5210-9036） 

 

※その他 施設利用に関するお問い合わせ 

（03-5210-9032） 

福祉事務所のみなさま 

事務局 

清水の   

 

しょうもない話 
 

COVER MODEL 

要保護者 

(利用者) 
福祉事務所 

バックアップ 

センター 
施設 

相談 利用申込 入所調整 SEED

特集 母子生活支援施設 

メゾン・ド・あじさい 

のぞみ荘 

× 

宿泊所 

宿所提供施設 

綾瀬荘 

葛飾荘 

PICK UP 

のぞみ荘を退所したこど

もたちやお母さんたちか

らもらったものの一部で

す。元気にしてるかな

～??って思い出したり、

久しぶりに遊びに来てく

れた時に、一緒に見て当

時を振り返ったり…私に

とって大切な物です!! 



現
在
の
事
業
団
の
取
り
組
み
は
大
変
良
い
と

思
い
ま
す
。
理
事
会
は
執
行
機
関
で
あ
り
、
そ
こ

で
の
意
見
・
議
論
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
印
象

で
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
経
営
企
画
課
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
担
当
部
門
を
設
置
し
て
い
る
点
に
も

注
目
し
て
い
ま
す
。
保
育
分
野
で
言
え
ば
、
少
子

化
の
影
響
で
経
営
が
厳
し
く
な
り
、
閉
園
に
追
い

込
ま
れ
る
保
育
園
・
学
童
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
中
で
、
私
の
法
人
に
お
い
て
も
障

害
の
あ
る
児
童
を
で
き
る
限
り
受
け
入
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
姿
勢
自
体
が
強
み
と
な
り
、
ブ
ラ

ン
ド
力
が
生
ま
れ
、
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
き
ま

す
。
法
人
経
営
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ン
ド
力
は
非
常

に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

地
域
貢
献
は
、
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
法
人
は
地
域
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立

つ
存
在
な
の
で
、
地
域
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を

傾
け
、
相
談
に
乗
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
法

人
同
士
の
つ
な
が
り
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
一
つ
の
法

人
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ

こ
と
で
可
能
に
な
り
ま
す
。
厚
生
福
祉
会
も
法
人
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
所
在
地
域
の
協
議
会
活
動

で
相
談
窓
口
を
マ
ッ
プ
化
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
な
に
よ
り
、
福
祉
は
「
人
」
が
中
心
で
す
。

心
に
熱
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
姿
勢

は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
私
は
、
日
常
の
事
業
の
中

で
職
員
が
見
せ
る
こ
う
し
た
姿
勢
・
熱
さ
を
評
価
し
、

そ
こ
を
挨
拶
に
入
れ
た
り
懇
談
会
で
述
べ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
法
人
理
念
は
現
場
で
の
拠

り
所
に
な
り
ま
す
。
支
援
の
難
し
い
利
用
者
へ
の
対

応
や
新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
す
る
と
き
、
そ
の
行

動
の
根
拠
と
な
る
の
が
理
念
で
す
。 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
福
祉
の
入
所
施

設
は
休
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に

児
童
分
野
で
は
、
学
校
が
休
校
と
な
っ
て
も
、
学
童

や
保
育
園
で
は
支
援
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
現
実
も
、
福
祉
の
重
み
を
物
語
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

厚
生
福
祉
会
で
は
、
管
理
職
を
中
心
に
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
力
も
借
り
て
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
職
員

の
意
見
も
反
映
さ
せ
た
実
行
計
画
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
計
画
の
中
に
職
員
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
こ

と
で
、
意
識
は
大
き
く
変
わ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
等
級

ご
と
の
研
修
で
は
、
等
級
が
切
り
替
わ
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
１
等
級
と
２
等
級
の
役
割
を
表
に
し
て
整
理

し
、
自
身
の
振
り
返
り
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
充
実
さ

せ
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
は
法
人
理
念
を
テ
ー
マ
に
据
え
て
い

ま
す
。 

尚
、
厚
生
福
祉
会
で
は
、
延
長
保
育
や
一
時
保
育

と
い
っ
た
制
度
が
ま
だ
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代

か
ら
、
そ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き

ま
し
た
。
常
に
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
す
る
姿
勢
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
当
法
人
の
理
事
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
社

会
福
祉
法
人
厚
生
福
祉
会
の
理
事
長
と
し
て
も
福

祉
の
現
場
に
携
わ
る
小
川
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
ま
し
た
。
複
数
の
法
人
に
関
わ
る
立
場
だ
か

ら
こ
そ
見
え
て
く
る
、
福
祉
経
営
の
現
実
や
可
能

性
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
事
業
団
に
は
各
特
別
区
の
「
本
当
に
困
っ

て
い
る
と
こ
ろ
」
を
支
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
各
区
の
ニ
ー
ズ
に
丁
寧
に
応
え
、「
ま
ず
相

談
し
て
み
よ
う
」
と
思
え
る
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
上
で
、
他
の
法
人
に
は
で
き
な
い
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。 

Ｑ
１ 

当
法
人
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
印
象
を
お
持
ち
で
す
か
？ 

Ｑ
２ 

厚
生
福
祉
会
の
運
営
に
つ
い
て
も
お

聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
？ 

Ｑ
３ 

こ
れ
か
ら
の
福
祉
を
ど
の
よ
う
に
見

て
い
ま
す
か
？ 

[

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
沼
田] 

[

文
＝
青
柳] 

[

撮
影
・
デ
ザ
イ
ン
＝
中
西] 

   

 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理事 インタビュー 

PROFILE 

も

社会福祉法人 

厚生福祉会 理事長 

小川 幸男 

巻頭 

地域とともに育む、これからの福祉経営 く じ

のぞみ荘×メゾン・ド・あじさい 

綾瀬荘×葛飾荘 

 

理事 インタビュー 

P.3 

P.3 巻頭 

特集 母子生活支援施設 
施設紹介 

所長対談 

萩原所長×指宿所長 

職員インタビュー 

髙橋さん×井上さん×小島さん 

P.4～9 

PICK UP 宿泊所・宿所提供施設 
P.10～11 



現
在
の
事
業
団
の
取
り
組
み
は
大
変
良
い
と

思
い
ま
す
。
理
事
会
は
執
行
機
関
で
あ
り
、
そ
こ

で
の
意
見
・
議
論
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
印
象

で
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
経
営
企
画
課
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
担
当
部
門
を
設
置
し
て
い
る
点
に
も

注
目
し
て
い
ま
す
。
保
育
分
野
で
言
え
ば
、
少
子

化
の
影
響
で
経
営
が
厳
し
く
な
り
、
閉
園
に
追
い

込
ま
れ
る
保
育
園
・
学
童
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
中
で
、
私
の
法
人
に
お
い
て
も
障

害
の
あ
る
児
童
を
で
き
る
限
り
受
け
入
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
姿
勢
自
体
が
強
み
と
な
り
、
ブ
ラ

ン
ド
力
が
生
ま
れ
、
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
き
ま

す
。
法
人
経
営
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ン
ド
力
は
非
常

に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

地
域
貢
献
は
、
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
法
人
は
地
域
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立

つ
存
在
な
の
で
、
地
域
で
困
っ
て
い
る
こ
と
に
耳
を

傾
け
、
相
談
に
乗
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
法

人
同
士
の
つ
な
が
り
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
一
つ
の
法

人
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ

こ
と
で
可
能
に
な
り
ま
す
。
厚
生
福
祉
会
も
法
人
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
所
在
地
域
の
協
議
会
活
動

で
相
談
窓
口
を
マ
ッ
プ
化
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
な
に
よ
り
、
福
祉
は
「
人
」
が
中
心
で
す
。

心
に
熱
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
、
姿
勢

は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
私
は
、
日
常
の
事
業
の
中

で
職
員
が
見
せ
る
こ
う
し
た
姿
勢
・
熱
さ
を
評
価
し
、

そ
こ
を
挨
拶
に
入
れ
た
り
懇
談
会
で
述
べ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
法
人
理
念
は
現
場
で
の
拠

り
所
に
な
り
ま
す
。
支
援
の
難
し
い
利
用
者
へ
の
対

応
や
新
た
な
取
り
組
み
に
挑
戦
す
る
と
き
、
そ
の
行

動
の
根
拠
と
な
る
の
が
理
念
で
す
。 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
福
祉
の
入
所
施

設
は
休
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に

児
童
分
野
で
は
、
学
校
が
休
校
と
な
っ
て
も
、
学
童

や
保
育
園
で
は
支
援
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
現
実
も
、
福
祉
の
重
み
を
物
語
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

厚
生
福
祉
会
で
は
、
管
理
職
を
中
心
に
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
力
も
借
り
て
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
職
員

の
意
見
も
反
映
さ
せ
た
実
行
計
画
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
計
画
の
中
に
職
員
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
こ

と
で
、
意
識
は
大
き
く
変
わ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
等
級

ご
と
の
研
修
で
は
、
等
級
が
切
り
替
わ
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
１
等
級
と
２
等
級
の
役
割
を
表
に
し
て
整
理

し
、
自
身
の
振
り
返
り
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を
充
実
さ

せ
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
は
法
人
理
念
を
テ
ー
マ
に
据
え
て
い

ま
す
。 

尚
、
厚
生
福
祉
会
で
は
、
延
長
保
育
や
一
時
保
育

と
い
っ
た
制
度
が
ま
だ
整
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代

か
ら
、
そ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き

ま
し
た
。
常
に
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
す
る
姿
勢
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
当
法
人
の
理
事
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
社

会
福
祉
法
人
厚
生
福
祉
会
の
理
事
長
と
し
て
も
福

祉
の
現
場
に
携
わ
る
小
川
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
い
ま
し
た
。
複
数
の
法
人
に
関
わ
る
立
場
だ
か

ら
こ
そ
見
え
て
く
る
、
福
祉
経
営
の
現
実
や
可
能

性
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
事
業
団
に
は
各
特
別
区
の
「
本
当
に
困
っ

て
い
る
と
こ
ろ
」
を
支
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
各
区
の
ニ
ー
ズ
に
丁
寧
に
応
え
、「
ま
ず
相

談
し
て
み
よ
う
」
と
思
え
る
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
そ
の
上
で
、
他
の
法
人
に
は
で
き
な
い
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。 

Ｑ
１ 

当
法
人
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
印
象
を
お
持
ち
で
す
か
？ 

Ｑ
２ 

厚
生
福
祉
会
の
運
営
に
つ
い
て
も
お

聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
？ 

Ｑ
３ 

こ
れ
か
ら
の
福
祉
を
ど
の
よ
う
に
見

て
い
ま
す
か
？ 

[

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
沼
田] 

[

文
＝
青
柳] 

[

撮
影
・
デ
ザ
イ
ン
＝
中
西] 

   

 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理事 インタビュー 

PROFILE 

も

社会福祉法人 

厚生福祉会 理事長 

小川 幸男 

巻頭 

地域とともに育む、これからの福祉経営 く じ

のぞみ荘×メゾン・ド・あじさい 

綾瀬荘×葛飾荘 

 

理事 インタビュー 

P.3 

P.3 巻頭 

特集 母子生活支援施設 
施設紹介 

所長対談 

萩原所長×指宿所長 

職員インタビュー 

髙橋さん×井上さん×小島さん 
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メ
ゾ
ン
・
ド
・

施設概要 

・開所：平成 22 年 6 月 

・定員(世帯)：一般 20 世帯 

緊急 2 世帯 

罹災 2 世帯 

◎一般…ひとり親（母子）世帯に対して、居所の提供及び自立支援に必要な

サービスを提供する。 

利用期間:原則２年（協定区（施設と運営協定を締結している区）が利用。 

一部条件付きで 23 区からの広域利用が可能。 

◎緊急…緊急に保護する必要がある女性世帯へ居室の提供及び応急的な

相談対応、安全確認を行う。 

利用期間:原則１か月（協定区独自事業） 

◎罹災…火災等で被災した世帯に居室の提供及び必要な日用品の支給と

安全確認を行う。 

利用期間:原則７日間（協定区独自事業） 

・部屋：一般 居室(2DK 15 戸 1K 5 戸) 

他 集会室・学習室・保育室・静養室 

緊急 居室(2DK 1 戸 1K 1 戸) 

罹災 居室(2DK 1 戸 1K 1 戸) 

・開所：令和 3 年 4 月 1 日 
・定員(世帯)：母子生活支援施設(一般) 9 世帯 

          妊産婦等生活援助事業 1 世帯 

          母子等緊急一時保護事業 1 世帯 

◎母子生活支援施設（一般）…ひとり親（母子）世帯に対して居所の提供ととも

に、自立に向けた生活・就労・子育て等の支援

を行う。 

利用期間：原則２年間（施設と指定管理協定を締結している実施区が利用を決定） 

◎妊産婦等生活援助事業…困難を抱える特定妊婦や出産後の母子に対して、

関係機関と連携しながら産前から産後までの支

援をする事業。実施区が主体で実施し、施設では

この事業のうち生活支援の部分を担っている。 

利用期間:産前～産後４カ月頃までが目安（実施区事業） 

◎母子等緊急一時保護…緊急に保護が必要な女性単身及び母子・父子世帯

に対し居室の提供と応急的な相談対応、安全確認

を行う。 

利用期間:原則２週間（実施区独自事業） 

・部屋：一般 居室(1K 9 戸) 

     他 集会室・学習室・保育室・静養室 

妊婦 居室(1K 1 戸) 

緊急 居室(1LDK 1 戸) 

母子生活支援施設とは 
配偶者のいない女子(またはこれに準ずる状況にある女子)

と、そのこどもが共同で入所し、保護を受けながら自立を目指

すための施設です。単に住まいを提供するだけでなく、就労支

援、生活相談、こどもの教育支援など、生活全般にわたるサ

ポートを行い、親子の自立を促すことを目的にしています。DV

被害者など、緊急で保護が必要な場合にも利用されます。 

あじさいの特徴 

の

◎施設の年間行事 

・各種行事：ひなまつり、七夕、夏祭り、ハロウィン、 

クリスマス会、もちつき体験会 等 

・他イベント：親子遠足、学童宿泊キャンプ、 

母親プログラム、長期休み学童プログラム 等 

◎他の施設にはない特徴的なことや、力を入れているところ等 

・親とこどもそれぞれに担当者を配置し、世帯への支援とともに、 

個別支援も行っている。 

・アパートに近い施設環境を活かし、退所後の地域生活に近い生活 

環境を提供している。 

母子

◎施設の年間行事 

・各種行事：ひなまつり、夏祭り、ハロウィン、クリスマス会 等 

・他イベント：親子遠足、学童キャンプ、母親プログラム、 

長期休み学童プログラム 等 

◎他の施設にはない特徴的なことや、力を入れているところ等 

・就労率及び就労意欲が高い利用者が多いため、就労の継続を重視した 

支援を行っている。 

・実施区が行う妊産婦等生活援助事業のうち生活支援部分を担い、産前 

から産後まで切れ目のない支援を実施している。 

・建物が関係機関と合築になっており、会議や情報共有をスムーズに 

 行うことができる。 
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のぞみ×あじさい

母子

―
―

母
子
生
活
支
援
施
設
の
対
象
者
は
、
ど
ん
な
方
た

ち
で
す
か
。
ま
た
最
近
の
傾
向
な
ど
は
あ
り
ま
す
か 

指 

18
歳
未
満
の
こ
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り

親
世
帯
で
、
そ
の
中
で
様
々
な
事
情
に
よ
り
地
域
生
活

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
母
子
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
入
所
後
は
ま
ず
施
設
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
も
ら

い
、
生
活
上
の
課
題
を
一
緒
に
整
理
し
な
が
ら
、
概
ね

２
年
間
を
通
し
て
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
離
婚
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん
が
こ
ど
も
を
育
て
る
意
思
が
あ
り
、
本
人
の

入
所
希
望
が
あ
れ
ば
行
政
を
通
じ
て
入
所
と
な
り
ま

す
。
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
入
所
施
設
の
中
で
、
母
子

が
一
緒
に
生
活
で
き
る
施
設
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
で

す
。 最

近
は
若
年
層
の
利
用
が
増
え
て
い
る
傾
向
が
あ

り
、
そ
れ
に
伴
い
乳
幼
児
へ
の
支
援
が
中
心
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 ―
―

利
用
者
さ
ん
が
母
子
生
活
支
援
施
設
を
利
用
す
る

こ
と
で
受
け
ら
れ
る
支
援
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か 

萩 

当
施
設
は
母
親
を
支
援
す
る
場
所
で
あ
る
と
同

時
に
、
こ
ど
も
の
養
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
軸
を
置

い
て
い
て
、「
こ
ど
も
中
心
」
に
支
援
を
組
み
立
て
て
い

く
。
母
親
の
課
題
を
一
緒
に
解
決
し
生
活
を
安
定
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
、
こ
ど
も
の
養
育
環
境
の
安
定
に
繋
げ

て
い
く
。
母
親
の
支
援
の
先
に
こ
ど
も
の
支
援
が
あ
る

と
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
成
人
の
施
設
と
違
っ
て
自
立
の
み
を
ゴ
ー
ル

と
は
し
て
い
な
い
。
一
定
期
間
で
答
え
は
出
し
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
が
、
自
立
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
ゴ

ー
ル
で
は
な
い
の
も
特
徴
的
で
す
。 

―
―

母
子
生
活
支
援
施
設
の
良
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
す
か 

萩 

完
全
に
は
無
理
で
も
見
守
り
が
あ
る
程
度
で
き

る
。
家
庭
内
で
け
ん
か
に
な
っ
て
、
感
情
的
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
施
設
で
あ
れ
ば
誰
か
の
目
が
必

ず
あ
る
の
で
周
り
が
気
付
い
て
、
行
き
過
ぎ
る
前
に
止

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

指 

当
施
設
は
、
母
親
（
乳
幼
児
含
む
）
担
当
の
支
援

グ
ル
ー
プ
と
、
小
学
生
以
上
の
こ
ど
も
担
当
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
世
帯
で

も
こ
ど
も
の
年
齢
等
に
応
じ
て
複
数
の
職
員
が
関
わ

り
ま
す
。
兄
弟
間
で
自
分
の
担
当
職
員
の
話
を
し
た

り
、
職
員
も
担
当
す
る
こ
ど
も
へ
の
思
い
入
れ
が
強
く

な
り
ま
す
。
兄
弟
げ
ん
か
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
職
員
が
間
に
入
っ
て
関
わ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
一
つ
の
世
帯
を
複
数
の
職
員
で
支
え
る
体
制

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
母
子
生
活
支
援
施
設
の
特
徴

で
す
。 

 ―
―

支
援
の
な
か
で
苦
労
す
る
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か 

萩 

自
分
が
母
子
に
赴
任
し
て
す
ぐ
の
ケ
ー
ス
と
し

て
、
若
い
母
子
が
入
所
後
し
ば
ら
く
は
ゆ
っ
く
り
こ
ど

も
と
２
人
で
過
ご
し
た
い
と
言
っ
て
い
た
。
「
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
。」
と
自
分
は
考
え
た
が
、
職
員
に
「
早
く

こ
ど
も
が
通
う
保
育
園
を
決
め
た
方
が
い
い
で
す

よ
。」
と
叱
ら
れ
た
。
こ
ど
も
は
一
日
一
日
の
成
長
が
著

し
い
。
母
の
養
育
面
で
の
成
長
を
待
つ
余
裕
は
な
く

て
、
早
く
プ
ロ
の
手
に
預
け
、
同
じ
月
齢
の
こ
ど
も
た

ち
と
関
わ
り
学
ぶ
方
が
、
こ
ど
も
の
成
長
に
は
良
い
場

合
が
あ
る
、
と
い
う
理
由
か
ら
だ
っ
た
。
確
か
に
入
所

直
後
は
ま
だ
母
も
不
安
定
な
状
況
に
あ
る
場
合
も
多

え 

く
、
こ
ど
も
の
養
育
環
境
を
整
え
る
と
い
う
視
点
で

は
、
保
育
園
の
よ
う
な
社
会
資
源
が
大
切
に
な
る
。
自

分
の
視
点
が
大
人
に
向
か
っ
て
い
る
と
気
づ
か
さ
れ

た
、
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
ケ
ー
ス
で
す
。 

指 

母
親
を
支
援
す
る
職
員
と
、
こ
ど
も
を
担
当
す
る

職
員
の
間
で
葛
藤
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現
場

で
は
母
親
の
意
向
を
尊
重
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
が
、

常
に
優
先
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ど
も
の

権
利
や
安
全
を
守
る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
、
そ
の
間
で

葛
藤
が
生
ま
れ
ま
す
。
母
親
の
話
は
丁
寧
に
聞
き
、
意

向
を
受
け
止
め
な
が
ら
も
、
一
方
で
こ
ど
も
に
負
担
が

か
か
り
過
ぎ
な
い
よ
う
職
員
が
緩
衝
材
の
よ
う
な
役

い 

割
を
担
い
ま
す
。
こ
ど
も
の
気
持
ち
や
状
況
に
も
配
慮
し
な

が
ら
、
母
親
の
思
い
も
受
け
止
め
、
双
方
が
納
得
で
き
る
形

で
支
援
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

 ―
―

母
子
生
活
支
援
施
設
の
支
援
の
お
さ
え
ど
こ
ろ
と
は
こ

こ
だ
、
と
い
う
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
が
も
し
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い 

萩 

こ
ど
も
の
支
援
が
中
心
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
生
活
保
護
の
施
設
と
は
違
い
、
支
援
に
「
自
立
」
の

よ
う
な
明
確
な
目
的
が
な
い
か
ら
、
家
族
に
関
わ
る
関
係
期

間
や
社
会
資
源
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
家
庭
内
の
関
係
調
整

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
ど
う
い
う
ふ
う
な
切
り
口

で
支
援
を
組
み
立
て
て
展
開
し
て
い
く
か
、
職
員
の
力
量
や

カ
ラ
ー
を
出
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
し
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
団
体
と
相
談
・
連
携
も
し
て
い
く
が
、

結
局
は
施
設
と
し
て
の
力
量
が
求
め
ら
れ
る
。
他
に
も
、
規

則
は
あ
る 

メゾン・ド・あじさい

指

のぞみ

萩原

則
は
あ
る
け
れ
ど
規
則
違
反
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
ど
も
が
い
る
以
上
簡
単
に
は
退
所
に
で
き
な
い
。
ひ

た
す
ら
職
員
が
受
け
止
め
な
が
ら
、
説
得
と
支
援
ア
プ

ロ
ー
チ
を
繰
り
返
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 ―
―

こ
れ
か
ら
先
、
こ
ど
も
や
母
親
に
と
っ
て
ど
ん
な

施
設
で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。
ま
た
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か 

萩 

個
人
的
に
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
に
し
た
い

な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。 

指 

母
子
支
援
を
取
り
巻
く
状
況
も
少
し
ず
つ
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
秘
匿
性
や
DV
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の

機
能
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、
利
用
で
き
る
人
が
限
定

さ
れ
た
り
、
対
象
と
な
ら
な
い
方
が
別
の
シ
ェ
ル
タ
ー

施
設
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

萩 

む
し
ろ
、
母
子
生
活
支
援
施
設
が
地
域
に
あ
っ
て
、

地
域
の
一
人
親
支
援
を
や
っ
て
い
る
拠
点
で
あ
る
こ
と

を
公
開
し
て
、
地
域
の
人
に
守
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
よ

い
の
か
な
っ
て
。
あ
え
て
言
う
な
ら
、
単
独
機
能
で
は

も
た
な
い
施
設
な
の
で
、
高
機
能
、
多
機
能
化
と
い
う

潮
流
の
中
で
、
い
ず
れ
は
の
ぞ
み
荘
に
で
き
る
機
能
を

増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
最
近
考
え
て
い
ま
す
。 

指 

区
の
新
た
な
事
業
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
「
妊
産

婦
等
生
活
援
助
事
業
」
に
よ
る
生
活
支
援
を
当
施
設
で

担
い
、
妊
産
婦
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
１
世
帯
の
実
績
が
あ
り
、
現
在
は
一
般
母
子
世

帯
へ
移
行
し
支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
期
か
ら

生
活
再
建
ま
で
継
続
し
て
支
援
で
き
る
こ
と
も
大
切
な

役
割
で
す
。
来
年
度
に
は
母
子
一
体
型
シ
ョ
ー
ト
ケ
ア

事
業
（
母
子
が
短
期
利
用
で
き
る
事
業
）
が
ス
タ
ー
ト

予
定
で
す
。
地
域
の
母
子
が
一
時
的
に
利
用
す
る
ケ
ー

ス
の
ほ
か
、
児
童
相
談
所
の
一
時
保
護
解
除
後
に
母
子 

で
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
想
定
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
母
子
の
場
合
は
、
離

婚
を
迷
っ
て
い
て
距
離
を
置
き
た
い
方
な
ど
の
利
用
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
一
時
保
護
解
除
後
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
生
活
上
の
課
題
へ
の

対
応
や
環
境
調
整
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
利
用
期
間
は
い
ず
れ

の
場
合
も
１
週
間
程
度
で
す
。
今
の
職
員
に
も
法
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
場

を
経
験
し
て
も
ら
い
、
そ
の
経
験
を
共
有
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
更
生
施
設
や
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
な
い
、
人
の
生
活
に
深
く
関

わ
る
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
つ
ら
い
場
面
も
喜
び
に
つ
な
が
る
、
心
揺

さ
ぶ
ら
れ
る
仕
事
で
す
。
こ
ど
も
の
人
生
の
大
切
な
時
期
に
関
わ
る
施
設

と
し
て
、
社
会
が
こ
ど
も
を
育
て
る
視
点
を
お
母
さ
ん
と
と
も
に
実
践
し

て
い
き
た
い
で
す
。
職
員
み
ん
な
で
担
い
、
事
業
団
の
母
子
施
設
を
盛
り

上
げ
た
い
で
す
。 

萩 

母
子
生
活
支
援
施
設
と
事
業
団
の
他
の
施
設
は
け
っ
こ
う
繋
が
っ
て

い
る
。
け
や
き
荘
や
宿
提
・
宿
泊
所
と
か
ね
、
色
々
繋
が
り
は
あ
り
ま
す
。 

指 

母
子
生
活
支
援
施
設
や
更
生
施
設
、
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
、
救
護
施

設
ま
で
含
め
、
事
業
団
は
非
常
に
幅
広
い
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
組
織
で
す
。

他
法
人
は
母
子
施
設
と
児
童
養
護
施
設
な
ど
同
じ
分
野
を
運
営
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
事
業
団
は
異
な
る
分
野
の
施
設
を
運
営
す
る
た
め
多
様

な
経
験
を
持
っ
た
人
材
が
い
ま
す
。
こ
れ
は
事
業
団
な
ら
で
は
の
強
み
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。 [

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文
＝
佐
藤
（
香
）・
三
井
・
青
柳] 

[

撮
影
・
デ
ザ
イ
ン
＝
中
西
・
森
・
早
瀬] P.6 P.7 



  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

のぞみ×あじさい

母子

―
―

母
子
生
活
支
援
施
設
の
対
象
者
は
、
ど
ん
な
方
た

ち
で
す
か
。
ま
た
最
近
の
傾
向
な
ど
は
あ
り
ま
す
か 

指 

18
歳
未
満
の
こ
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り

親
世
帯
で
、
そ
の
中
で
様
々
な
事
情
に
よ
り
地
域
生
活

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
母
子
世
帯
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
入
所
後
は
ま
ず
施
設
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
も
ら

い
、
生
活
上
の
課
題
を
一
緒
に
整
理
し
な
が
ら
、
概
ね

２
年
間
を
通
し
て
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
離
婚
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
問
い
ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん
が
こ
ど
も
を
育
て
る
意
思
が
あ
り
、
本
人
の

入
所
希
望
が
あ
れ
ば
行
政
を
通
じ
て
入
所
と
な
り
ま

す
。
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
入
所
施
設
の
中
で
、
母
子

が
一
緒
に
生
活
で
き
る
施
設
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
で

す
。 最

近
は
若
年
層
の
利
用
が
増
え
て
い
る
傾
向
が
あ

り
、
そ
れ
に
伴
い
乳
幼
児
へ
の
支
援
が
中
心
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 ―
―

利
用
者
さ
ん
が
母
子
生
活
支
援
施
設
を
利
用
す
る

こ
と
で
受
け
ら
れ
る
支
援
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か 

萩 

当
施
設
は
母
親
を
支
援
す
る
場
所
で
あ
る
と
同

時
に
、
こ
ど
も
の
養
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
軸
を
置

い
て
い
て
、「
こ
ど
も
中
心
」
に
支
援
を
組
み
立
て
て
い

く
。
母
親
の
課
題
を
一
緒
に
解
決
し
生
活
を
安
定
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
、
こ
ど
も
の
養
育
環
境
の
安
定
に
繋
げ

て
い
く
。
母
親
の
支
援
の
先
に
こ
ど
も
の
支
援
が
あ
る

と
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
成
人
の
施
設
と
違
っ
て
自
立
の
み
を
ゴ
ー
ル

と
は
し
て
い
な
い
。
一
定
期
間
で
答
え
は
出
し
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
が
、
自
立
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
ゴ

ー
ル
で
は
な
い
の
も
特
徴
的
で
す
。 

―
―

母
子
生
活
支
援
施
設
の
良
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
す
か 

萩 

完
全
に
は
無
理
で
も
見
守
り
が
あ
る
程
度
で
き

る
。
家
庭
内
で
け
ん
か
に
な
っ
て
、
感
情
的
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
施
設
で
あ
れ
ば
誰
か
の
目
が
必

ず
あ
る
の
で
周
り
が
気
付
い
て
、
行
き
過
ぎ
る
前
に
止

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

指 

当
施
設
は
、
母
親
（
乳
幼
児
含
む
）
担
当
の
支
援

グ
ル
ー
プ
と
、
小
学
生
以
上
の
こ
ど
も
担
当
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
世
帯
で

も
こ
ど
も
の
年
齢
等
に
応
じ
て
複
数
の
職
員
が
関
わ

り
ま
す
。
兄
弟
間
で
自
分
の
担
当
職
員
の
話
を
し
た

り
、
職
員
も
担
当
す
る
こ
ど
も
へ
の
思
い
入
れ
が
強
く

な
り
ま
す
。
兄
弟
げ
ん
か
の
よ
う
な
場
面
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
職
員
が
間
に
入
っ
て
関
わ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
一
つ
の
世
帯
を
複
数
の
職
員
で
支
え
る
体
制

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
母
子
生
活
支
援
施
設
の
特
徴

で
す
。 

 ―
―

支
援
の
な
か
で
苦
労
す
る
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
な

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か 

萩 
自
分
が
母
子
に
赴
任
し
て
す
ぐ
の
ケ
ー
ス
と
し

て
、
若
い
母
子
が
入
所
後
し
ば
ら
く
は
ゆ
っ
く
り
こ
ど

も
と
２
人
で
過
ご
し
た
い
と
言
っ
て
い
た
。
「
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
。」
と
自
分
は
考
え
た
が
、
職
員
に
「
早
く

こ
ど
も
が
通
う
保
育
園
を
決
め
た
方
が
い
い
で
す

よ
。」
と
叱
ら
れ
た
。
こ
ど
も
は
一
日
一
日
の
成
長
が
著

し
い
。
母
の
養
育
面
で
の
成
長
を
待
つ
余
裕
は
な
く

て
、
早
く
プ
ロ
の
手
に
預
け
、
同
じ
月
齢
の
こ
ど
も
た

ち
と
関
わ
り
学
ぶ
方
が
、
こ
ど
も
の
成
長
に
は
良
い
場

合
が
あ
る
、
と
い
う
理
由
か
ら
だ
っ
た
。
確
か
に
入
所

直
後
は
ま
だ
母
も
不
安
定
な
状
況
に
あ
る
場
合
も
多

え 

く
、
こ
ど
も
の
養
育
環
境
を
整
え
る
と
い
う
視
点
で

は
、
保
育
園
の
よ
う
な
社
会
資
源
が
大
切
に
な
る
。
自

分
の
視
点
が
大
人
に
向
か
っ
て
い
る
と
気
づ
か
さ
れ

た
、
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
る
ケ
ー
ス
で
す
。 

指 

母
親
を
支
援
す
る
職
員
と
、
こ
ど
も
を
担
当
す
る

職
員
の
間
で
葛
藤
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
現
場

で
は
母
親
の
意
向
を
尊
重
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
が
、

常
に
優
先
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ど
も
の

権
利
や
安
全
を
守
る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
、
そ
の
間
で

葛
藤
が
生
ま
れ
ま
す
。
母
親
の
話
は
丁
寧
に
聞
き
、
意

向
を
受
け
止
め
な
が
ら
も
、
一
方
で
こ
ど
も
に
負
担
が

か
か
り
過
ぎ
な
い
よ
う
職
員
が
緩
衝
材
の
よ
う
な
役

い 

割
を
担
い
ま
す
。
こ
ど
も
の
気
持
ち
や
状
況
に
も
配
慮
し
な

が
ら
、
母
親
の
思
い
も
受
け
止
め
、
双
方
が
納
得
で
き
る
形

で
支
援
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

 ―
―

母
子
生
活
支
援
施
設
の
支
援
の
お
さ
え
ど
こ
ろ
と
は
こ

こ
だ
、
と
い
う
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト
が
も
し
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い 

萩 

こ
ど
も
の
支
援
が
中
心
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
生
活
保
護
の
施
設
と
は
違
い
、
支
援
に
「
自
立
」
の

よ
う
な
明
確
な
目
的
が
な
い
か
ら
、
家
族
に
関
わ
る
関
係
期

間
や
社
会
資
源
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
家
庭
内
の
関
係
調
整

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
ど
う
い
う
ふ
う
な
切
り
口

で
支
援
を
組
み
立
て
て
展
開
し
て
い
く
か
、
職
員
の
力
量
や

カ
ラ
ー
を
出
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
し
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
団
体
と
相
談
・
連
携
も
し
て
い
く
が
、

結
局
は
施
設
と
し
て
の
力
量
が
求
め
ら
れ
る
。
他
に
も
、
規

則
は
あ
る 

メゾン・ド・あじさい

指

のぞみ

萩原

則
は
あ
る
け
れ
ど
規
則
違
反
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
ど
も
が
い
る
以
上
簡
単
に
は
退
所
に
で
き
な
い
。
ひ

た
す
ら
職
員
が
受
け
止
め
な
が
ら
、
説
得
と
支
援
ア
プ

ロ
ー
チ
を
繰
り
返
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 ―
―

こ
れ
か
ら
先
、
こ
ど
も
や
母
親
に
と
っ
て
ど
ん
な

施
設
で
あ
り
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。
ま
た
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か 

萩 

個
人
的
に
は
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
に
し
た
い

な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。 

指 

母
子
支
援
を
取
り
巻
く
状
況
も
少
し
ず
つ
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
秘
匿
性
や
DV
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の

機
能
が
強
調
さ
れ
る
あ
ま
り
、
利
用
で
き
る
人
が
限
定

さ
れ
た
り
、
対
象
と
な
ら
な
い
方
が
別
の
シ
ェ
ル
タ
ー

施
設
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

萩 

む
し
ろ
、
母
子
生
活
支
援
施
設
が
地
域
に
あ
っ
て
、

地
域
の
一
人
親
支
援
を
や
っ
て
い
る
拠
点
で
あ
る
こ
と

を
公
開
し
て
、
地
域
の
人
に
守
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
よ

い
の
か
な
っ
て
。
あ
え
て
言
う
な
ら
、
単
独
機
能
で
は

も
た
な
い
施
設
な
の
で
、
高
機
能
、
多
機
能
化
と
い
う

潮
流
の
中
で
、
い
ず
れ
は
の
ぞ
み
荘
に
で
き
る
機
能
を

増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
最
近
考
え
て
い
ま
す
。 

指 

区
の
新
た
な
事
業
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
「
妊
産

婦
等
生
活
援
助
事
業
」
に
よ
る
生
活
支
援
を
当
施
設
で

担
い
、
妊
産
婦
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
１
世
帯
の
実
績
が
あ
り
、
現
在
は
一
般
母
子
世

帯
へ
移
行
し
支
援
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
期
か
ら

生
活
再
建
ま
で
継
続
し
て
支
援
で
き
る
こ
と
も
大
切
な

役
割
で
す
。
来
年
度
に
は
母
子
一
体
型
シ
ョ
ー
ト
ケ
ア

事
業
（
母
子
が
短
期
利
用
で
き
る
事
業
）
が
ス
タ
ー
ト

予
定
で
す
。
地
域
の
母
子
が
一
時
的
に
利
用
す
る
ケ
ー

ス
の
ほ
か
、
児
童
相
談
所
の
一
時
保
護
解
除
後
に
母
子 

で
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
想
定
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
母
子
の
場
合
は
、
離

婚
を
迷
っ
て
い
て
距
離
を
置
き
た
い
方
な
ど
の
利
用
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
一
時
保
護
解
除
後
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
生
活
上
の
課
題
へ
の

対
応
や
環
境
調
整
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
利
用
期
間
は
い
ず
れ

の
場
合
も
１
週
間
程
度
で
す
。
今
の
職
員
に
も
法
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
場

を
経
験
し
て
も
ら
い
、
そ
の
経
験
を
共
有
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
更
生
施
設
や
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
な
い
、
人
の
生
活
に
深
く
関

わ
る
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
つ
ら
い
場
面
も
喜
び
に
つ
な
が
る
、
心
揺

さ
ぶ
ら
れ
る
仕
事
で
す
。
こ
ど
も
の
人
生
の
大
切
な
時
期
に
関
わ
る
施
設

と
し
て
、
社
会
が
こ
ど
も
を
育
て
る
視
点
を
お
母
さ
ん
と
と
も
に
実
践
し

て
い
き
た
い
で
す
。
職
員
み
ん
な
で
担
い
、
事
業
団
の
母
子
施
設
を
盛
り

上
げ
た
い
で
す
。 

萩 

母
子
生
活
支
援
施
設
と
事
業
団
の
他
の
施
設
は
け
っ
こ
う
繋
が
っ
て

い
る
。
け
や
き
荘
や
宿
提
・
宿
泊
所
と
か
ね
、
色
々
繋
が
り
は
あ
り
ま
す
。 

指 

母
子
生
活
支
援
施
設
や
更
生
施
設
、
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
、
救
護
施

設
ま
で
含
め
、
事
業
団
は
非
常
に
幅
広
い
分
野
を
カ
バ
ー
す
る
組
織
で
す
。

他
法
人
は
母
子
施
設
と
児
童
養
護
施
設
な
ど
同
じ
分
野
を
運
営
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
事
業
団
は
異
な
る
分
野
の
施
設
を
運
営
す
る
た
め
多
様

な
経
験
を
持
っ
た
人
材
が
い
ま
す
。
こ
れ
は
事
業
団
な
ら
で
は
の
強
み
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。 [

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文
＝
佐
藤
（
香
）・
三
井
・
青
柳] 

[

撮
影
・
デ
ザ
イ
ン
＝
中
西
・
森
・
早
瀬] P.6 P.7 



髙
橋
：
必
ず
母
と
こ
ど
も
で
担
当
が
つ
き
、
入
所
理
由
に
よ

っ
て
は
心
理
士
が
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
課
題
が
あ
っ
て
入
所

す
る
方
も
多
い
の
で
、
母
子
間
で
衝
突
す
る
こ
と
も
大
い
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
お
母
さ
ん
の
味
方
に
就
く
人
が
母
子

支
援
員
、
こ
ど
も
の
味
方
に
つ
く
人
が
少
年
指
導
員
と
な
っ

て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
心
理
士
と
し
て
心
理
療
法
を
主
に
担

当
し
て
い
ま
す
。
通
称
「
イ
ル
カ
の
部
屋
」
と
呼
ば
れ
る
心

理
室
が
あ
り
、
そ
こ
で
心
理
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活

支
援
と
い
う
よ
り
は
、
D

V
被
害
や
こ
ど
も
の
虐
待
等
の

ト
ラ
ウ
マ
か
ら
の
回
復
が
メ
イ
ン
業
務
に
な
り
ま
す
。 

◎
担
当
業
務
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い 

井
上
：
私
は
こ
ど
も
担
当
で
す
。
正
式
に
は
少
年
指
導
員
と

い
う
役
割
に
な
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
学
童
児
の
放
課
後
や

長
期
休
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
誕
生
日
会
の
企
画
実
施
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
あ
じ
さ
い
は
現
在
新
生
児
が
多
い
の
で
、

必
要
に
応
じ
て
保
育
に
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
学
校
の
休

み
の
日
は
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
こ
ど
も
の
や
り
た
い

こ
と
を
や
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。S

w
itc
h

で
一
緒

に
ゲ
ー
ム
を
や
っ
た
り
も
し
ま
す
（
笑
）。 

小
島
：
私
は
母
子
支
援
員
と
し
て
、
お
母
さ
ん
や
乳
幼
児
さ

ん
の
担
当
を
し
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
さ
ん
の
保
育
を
し
た
り
、

保
育
園
に
通
っ
て
い
る
子
は
帰
っ
て
き
た
時
に
声
を
か
け
た

り
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
と
は
、
弁
護
士
相
談

や
通
院
の
方
法
な
ど
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
調
べ
て
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。
帰
っ
て
き
た
時
に
仕
事
で
こ
ん
な
こ
と

が
あ
っ
た
と
か
転
職
し
た
い
な
ど
の
相
談
に
も
の
っ
て
い
ま

す
。 

◎
母
と
子
の
支
援
の
特
徴
に
つ
い
て 

そ
れ
ぞ
れ
教
え
て
く
だ
さ
い 

井
上
：
そ
れ
ぞ
れ
と
い
う
よ
り
は
、
互
い
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
支
援
を
す
る
に
も
、
お
母
さ
ん
に
確
認
す
る
こ
と
は

大
事
で
す
。
母
を
飛
び
越
え
て
支
援
は
で
き
な
い
。
こ
ど
も
に

と
っ
て
は
プ
ラ
ス
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
も
、
母
に
先
立

っ
て
の
支
援
は
ち
ょ
っ
と
筋
が
通
ら
な
い
の
で…

。
母
子
施
設

の
こ
ど
も
支
援
の
特
徴
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

髙
橋
：
た
だ
、
児
童
福
祉
施
設
な
の
で
こ
ど
も
の
権
利
と
い
う
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。
外
か
ら
見
て
少
年
指
導
員
が
そ
こ
に
葛
藤

し
て
い
る
な
っ
て
感
じ
は
し
ま
す
。
こ
ど
も
の
権
利
、
こ
ど
も
の

主
張
は
大
事
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
お
母
さ
ん
と
信
頼
関
係

を
作
っ
た
上
で
、
こ
の
担
当
に
な
ら
頼
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
か
、
少
年
指
導
員
は
葛
藤
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

井
上
：
こ
こ
が
母
子
担
当
と
少
年
担
当
の
チ
ー
ム
支
援
の
ポ
イ

ン
ト
の
一
つ
で
す
ね
。
こ
ど
も
の
支
援
に
つ
い
て
母
子
担
当
か

ら
お
母
さ
ん
に
伝
え
て
も
ら
う
の
も
一
つ
の
手
で
あ
る
し
、
母

子
担
当
と
相
談
し
な
が
ら
、
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
。 

小
島
：
入
所
す
る
こ
ど
も
は
社
会
経
験
が
少
な
い
場
合
が
多
い

で
す
。
高
校
生
の
子
と
遊
園
地
に
行
っ
た
際
、
「
絶
叫
系
乗
れ

る
の
？
」
と
聞
く
と
「
乗
っ
た
こ
と
な
い
か
ら
わ
か
ら
な
い
で

す
」
と
言
っ
た
子
が
い
ま
す
。
１
か
ら
経
験
を
積
む
必
要
が
あ

る
子
た
ち
が
入
所
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
誕
生
日

が
言
え
な
い
子
が
い
た
ら
、
一
生
思
い
出
に
残
る
よ
う
盛
大
に

誕
生
日
を
お
祝
い
し
て
、
誕
生
日
が
言
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
親
子
遠
足
の
時
は
、
家
族

写
真
を
今
ま
で
あ
ま
り
撮
ら
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
「
あ
、
や
っ

て
良
か
っ
た
な
」
っ
て
。
こ
ど
も
が
社
会
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
と
思
っ
て
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
親
子
で
や
る
こ

と
も
意
味
が
あ
る
な
と
思
い
、
た
く
さ
ん
家
族
写
真
を
撮
れ
る

よ
う
な
行
事
を
作
り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

髙
橋
：
お
母
さ
ん
も
過
酷
な
生
育
歴
が
あ
っ
て
お
母
さ
ん
に
な

っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
七
五
三
を
祝
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
な
い
、
お
雛
祭
り
を
な
ん
で
や
る
の
か
分
か
ら
な
い
、
雛

人
形
を
飾
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
な
い
、
な
ど
。
こ
ど
も
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
も
こ
こ
で
経
験
し
て
も
ら

え
る
こ
と
で
、
今
後
の
子
育
て
に
役
立
つ
と
い
い
ね
、
と
行
事

を
企
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
母
と
子
の
支

援
で
共
通
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。 

◎
行
事
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か 

で
身
体
洗
え
な
い
な
」、「
好
き
嫌
い
が
多
い
」
な
ど
見
て
分
か
り
、

お
母
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
や
学
校
の
先
生
に
事
前
に
伝

え
ら
れ
る
の
で
、
と
て
も
良
い
な
と
思
い
ま
す
。 

井
上
：
長
期
休
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
、
小
学
校
は
宿
題
が
あ
る
の

で
、
夏
は
自
由
研
究
を
提
出
で
き
る
よ
う
な
工
作
を
入
れ
た
り
、

冬
は
書
初
め
を
や
っ
た
り
。
こ
ど
も
の
施
設
な
ら
で
は
だ
な
と
思

う
の
は
、
学
校
行
事
の
授
業
参
観
や
運
動
会
、
学
芸
会
に
職
員
が

観
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
行
く
と
こ
ど
も
同
士
の
関

り
や
、
学
校
で
ど
う
過
ご
し
て
い
る
か
も
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◎
こ
ど
も
の
成
長
を
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
瞬
間
で
す
か 

 井
上
：
以
前
入
所
し
て
い
た
子
の
例
だ
と
、
言
葉
の
前
に
手
が
出

て
し
ま
う
子
だ
っ
た
の
で
、「
貸
し
て
」
と
言
っ
て
か
ら
渡
す
練
習

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
次
第
に
職
員
が
「
貸
し
て
」
っ
て
言
う
と

「
い
い
よ
ー
！
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
そ
う
い
っ
た
変
化
を
感
じ

ら
れ
る
の
が
面
白
い
な
っ
て
思
い
ま
す
ね
。 

髙
橋
：
お
母
さ
ん
達
の
変
化
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
ど
も
を
注
意

す
る
時
に
手
を
出
し
て
し
ま
う
お
母
さ
ん
が
1
年
後
の
行
事
で

は
口
頭
で
注
意
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
ど
も
も
そ
れ
に
ち
ゃ

ん
と
反
応
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
行
事
も
凄
く
成
長
が

確
認
で
き
る
瞬
間
か
な
と
思
い
ま
す
。 

のぞみ荘 

髙橋さん 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文
＝
三
井
・
添
野
・
青
柳 

 

撮
影
＝
三
井
・
森 

 

デ
ザ
イ
ン
＝
森 

メゾン・ド・あじさい 

井上さん 
のぞみ荘 

⼩島さん 

▼のぞみ荘 ⼼理室「イルカの部屋」 

小
島
：
長
期
休
み
ご
と
に
遠
出
を
し
て
い
ま
す
ね
。
春
休
み
（
進

級
進
学
祝
い
遠
足
）
、
夏
の
キ
ャ
ン
プ
、
冬
休
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
夏
の
キ
ャ
ン
プ
は
子
ど
も
達
だ
け
で
キ
ャ
ン

プ
に
一
泊
行
き
ま
す
。
こ
れ
は
良
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
学
校
で

宿
泊
学
習
に
行
く
前
に
宿
泊
体
験
で
き
る
と
、
「
あ
、
全
然
自
分

で
身
体
洗
え
な
い
な
」、「
好
き
嫌
い
が
多
い
」
と
か
見
て
分
か
る
。

そ
れ
な
ら
お
母
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
や
学
校
の
先
生
に

こ
う
い
う
所
が
難
し
い
で
す
と
事
前
に
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
と
て

も
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
夏
は
忙
し
く
て
毎
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

ん
で
い
ま
す
ね
。 

◎
あ
じ
さ
い
と
の
ぞ
み
荘
の
職
員
間
で 

 
 

や
り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

 

小
島
：
の
ぞ
み
荘
の
こ
ど
も
達
を
あ
じ
さ
い
の
学
童
に
連
れ
て
行

っ
た
り
、
逆
に
あ
じ
さ
い
の
学
童
の
子
に
来
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、

こ
ど
も
同
士
で
交
流
出
来
た
ら
良
い
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
施
設
や
色
々
な
人
が
い
る
こ
と
を
こ
ど
も
達
に
知
っ
て
ほ

し
い
、
交
流
で
き
る
行
事
が
あ
れ
ば
良
い
な
と
ず
っ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
あ
じ
さ
い
と
の
ぞ
み
荘
、
合
同
で
や
れ
ば
団
体
予
約
が
で

き
て
割
引
も
き
く
（
笑
）
。
職
員
の
支
援
の
目
も
増
え
て
、
他
の
職

員
の
支
援
の
や
り
方
も
見
ら
れ
る
の
で
良
い
な
と
思
い
ま
す
。 

▼あじさい 学習室 

▼あじさい 保育室 

▼のぞみ荘 保育室 
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髙
橋
：
必
ず
母
と
こ
ど
も
で
担
当
が
つ
き
、
入
所
理
由
に
よ

っ
て
は
心
理
士
が
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
課
題
が
あ
っ
て
入
所

す
る
方
も
多
い
の
で
、
母
子
間
で
衝
突
す
る
こ
と
も
大
い
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
お
母
さ
ん
の
味
方
に
就
く
人
が
母
子

支
援
員
、
こ
ど
も
の
味
方
に
つ
く
人
が
少
年
指
導
員
と
な
っ

て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
心
理
士
と
し
て
心
理
療
法
を
主
に
担

当
し
て
い
ま
す
。
通
称
「
イ
ル
カ
の
部
屋
」
と
呼
ば
れ
る
心

理
室
が
あ
り
、
そ
こ
で
心
理
療
法
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活

支
援
と
い
う
よ
り
は
、
D

V
被
害
や
こ
ど
も
の
虐
待
等
の

ト
ラ
ウ
マ
か
ら
の
回
復
が
メ
イ
ン
業
務
に
な
り
ま
す
。 

◎
担
当
業
務
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い 

井
上
：
私
は
こ
ど
も
担
当
で
す
。
正
式
に
は
少
年
指
導
員
と

い
う
役
割
に
な
り
ま
す
。
基
本
的
に
は
学
童
児
の
放
課
後
や

長
期
休
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
誕
生
日
会
の
企
画
実
施
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
あ
じ
さ
い
は
現
在
新
生
児
が
多
い
の
で
、

必
要
に
応
じ
て
保
育
に
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
学
校
の
休

み
の
日
は
個
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
こ
ど
も
の
や
り
た
い

こ
と
を
や
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。S

w
itc
h

で
一
緒

に
ゲ
ー
ム
を
や
っ
た
り
も
し
ま
す
（
笑
）。 

小
島
：
私
は
母
子
支
援
員
と
し
て
、
お
母
さ
ん
や
乳
幼
児
さ

ん
の
担
当
を
し
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
さ
ん
の
保
育
を
し
た
り
、

保
育
園
に
通
っ
て
い
る
子
は
帰
っ
て
き
た
時
に
声
を
か
け
た

り
し
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
と
は
、
弁
護
士
相
談

や
通
院
の
方
法
な
ど
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
調
べ
て
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。
帰
っ
て
き
た
時
に
仕
事
で
こ
ん
な
こ
と

が
あ
っ
た
と
か
転
職
し
た
い
な
ど
の
相
談
に
も
の
っ
て
い
ま

す
。 

◎
母
と
子
の
支
援
の
特
徴
に
つ
い
て 

そ
れ
ぞ
れ
教
え
て
く
だ
さ
い 

井
上
：
そ
れ
ぞ
れ
と
い
う
よ
り
は
、
互
い
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
支
援
を
す
る
に
も
、
お
母
さ
ん
に
確
認
す
る
こ
と
は

大
事
で
す
。
母
を
飛
び
越
え
て
支
援
は
で
き
な
い
。
こ
ど
も
に

と
っ
て
は
プ
ラ
ス
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
も
、
母
に
先
立

っ
て
の
支
援
は
ち
ょ
っ
と
筋
が
通
ら
な
い
の
で…

。
母
子
施
設

の
こ
ど
も
支
援
の
特
徴
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

髙
橋
：
た
だ
、
児
童
福
祉
施
設
な
の
で
こ
ど
も
の
権
利
と
い
う
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。
外
か
ら
見
て
少
年
指
導
員
が
そ
こ
に
葛
藤

し
て
い
る
な
っ
て
感
じ
は
し
ま
す
。
こ
ど
も
の
権
利
、
こ
ど
も
の

主
張
は
大
事
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
お
母
さ
ん
と
信
頼
関
係

を
作
っ
た
上
で
、
こ
の
担
当
に
な
ら
頼
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て

も
ら
え
る
か
、
少
年
指
導
員
は
葛
藤
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

井
上
：
こ
こ
が
母
子
担
当
と
少
年
担
当
の
チ
ー
ム
支
援
の
ポ
イ

ン
ト
の
一
つ
で
す
ね
。
こ
ど
も
の
支
援
に
つ
い
て
母
子
担
当
か

ら
お
母
さ
ん
に
伝
え
て
も
ら
う
の
も
一
つ
の
手
で
あ
る
し
、
母

子
担
当
と
相
談
し
な
が
ら
、
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
。 

小
島
：
入
所
す
る
こ
ど
も
は
社
会
経
験
が
少
な
い
場
合
が
多
い

で
す
。
高
校
生
の
子
と
遊
園
地
に
行
っ
た
際
、
「
絶
叫
系
乗
れ

る
の
？
」
と
聞
く
と
「
乗
っ
た
こ
と
な
い
か
ら
わ
か
ら
な
い
で

す
」
と
言
っ
た
子
が
い
ま
す
。
１
か
ら
経
験
を
積
む
必
要
が
あ

る
子
た
ち
が
入
所
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
誕
生
日

が
言
え
な
い
子
が
い
た
ら
、
一
生
思
い
出
に
残
る
よ
う
盛
大
に

誕
生
日
を
お
祝
い
し
て
、
誕
生
日
が
言
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
親
子
遠
足
の
時
は
、
家
族

写
真
を
今
ま
で
あ
ま
り
撮
ら
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
「
あ
、
や
っ

て
良
か
っ
た
な
」
っ
て
。
こ
ど
も
が
社
会
経
験
を
積
め
る
よ
う

に
と
思
っ
て
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
親
子
で
や
る
こ

と
も
意
味
が
あ
る
な
と
思
い
、
た
く
さ
ん
家
族
写
真
を
撮
れ
る

よ
う
な
行
事
を
作
り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

髙
橋
：
お
母
さ
ん
も
過
酷
な
生
育
歴
が
あ
っ
て
お
母
さ
ん
に
な

っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
七
五
三
を
祝
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
が
な
い
、
お
雛
祭
り
を
な
ん
で
や
る
の
か
分
か
ら
な
い
、
雛

人
形
を
飾
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
な
い
、
な
ど
。
こ
ど
も
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
も
こ
こ
で
経
験
し
て
も
ら

え
る
こ
と
で
、
今
後
の
子
育
て
に
役
立
つ
と
い
い
ね
、
と
行
事

を
企
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
母
と
子
の
支

援
で
共
通
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。 

◎
行
事
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か 

で
身
体
洗
え
な
い
な
」、「
好
き
嫌
い
が
多
い
」
な
ど
見
て
分
か
り
、

お
母
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
や
学
校
の
先
生
に
事
前
に
伝

え
ら
れ
る
の
で
、
と
て
も
良
い
な
と
思
い
ま
す
。 

井
上
：
長
期
休
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
、
小
学
校
は
宿
題
が
あ
る
の

で
、
夏
は
自
由
研
究
を
提
出
で
き
る
よ
う
な
工
作
を
入
れ
た
り
、

冬
は
書
初
め
を
や
っ
た
り
。
こ
ど
も
の
施
設
な
ら
で
は
だ
な
と
思

う
の
は
、
学
校
行
事
の
授
業
参
観
や
運
動
会
、
学
芸
会
に
職
員
が

観
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
行
く
と
こ
ど
も
同
士
の
関

り
や
、
学
校
で
ど
う
過
ご
し
て
い
る
か
も
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◎
こ
ど
も
の
成
長
を
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
瞬
間
で
す
か 

 井
上
：
以
前
入
所
し
て
い
た
子
の
例
だ
と
、
言
葉
の
前
に
手
が
出

て
し
ま
う
子
だ
っ
た
の
で
、「
貸
し
て
」
と
言
っ
て
か
ら
渡
す
練
習

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
次
第
に
職
員
が
「
貸
し
て
」
っ
て
言
う
と

「
い
い
よ
ー
！
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
そ
う
い
っ
た
変
化
を
感
じ

ら
れ
る
の
が
面
白
い
な
っ
て
思
い
ま
す
ね
。 

髙
橋
：
お
母
さ
ん
達
の
変
化
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
ど
も
を
注
意

す
る
時
に
手
を
出
し
て
し
ま
う
お
母
さ
ん
が
1
年
後
の
行
事
で

は
口
頭
で
注
意
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
こ
ど
も
も
そ
れ
に
ち
ゃ

ん
と
反
応
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
行
事
も
凄
く
成
長
が

確
認
で
き
る
瞬
間
か
な
と
思
い
ま
す
。 

のぞみ荘 

髙橋さん 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文
＝
三
井
・
添
野
・
青
柳 

 

撮
影
＝
三
井
・
森 

 

デ
ザ
イ
ン
＝
森 

メゾン・ド・あじさい 

井上さん 
のぞみ荘 

⼩島さん 

▼のぞみ荘 ⼼理室「イルカの部屋」 

小
島
：
長
期
休
み
ご
と
に
遠
出
を
し
て
い
ま
す
ね
。
春
休
み
（
進

級
進
学
祝
い
遠
足
）
、
夏
の
キ
ャ
ン
プ
、
冬
休
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
夏
の
キ
ャ
ン
プ
は
子
ど
も
達
だ
け
で
キ
ャ
ン

プ
に
一
泊
行
き
ま
す
。
こ
れ
は
良
い
な
と
思
っ
て
い
て
、
学
校
で

宿
泊
学
習
に
行
く
前
に
宿
泊
体
験
で
き
る
と
、
「
あ
、
全
然
自
分

で
身
体
洗
え
な
い
な
」、「
好
き
嫌
い
が
多
い
」
と
か
見
て
分
か
る
。

そ
れ
な
ら
お
母
さ
ん
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
や
学
校
の
先
生
に

こ
う
い
う
所
が
難
し
い
で
す
と
事
前
に
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
と
て

も
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
夏
は
忙
し
く
て
毎
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

ん
で
い
ま
す
ね
。 

◎
あ
じ
さ
い
と
の
ぞ
み
荘
の
職
員
間
で 

 
 

や
り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？ 

 

小
島
：
の
ぞ
み
荘
の
こ
ど
も
達
を
あ
じ
さ
い
の
学
童
に
連
れ
て
行

っ
た
り
、
逆
に
あ
じ
さ
い
の
学
童
の
子
に
来
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、

こ
ど
も
同
士
で
交
流
出
来
た
ら
良
い
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
ま
す
。

色
々
な
施
設
や
色
々
な
人
が
い
る
こ
と
を
こ
ど
も
達
に
知
っ
て
ほ

し
い
、
交
流
で
き
る
行
事
が
あ
れ
ば
良
い
な
と
ず
っ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
あ
じ
さ
い
と
の
ぞ
み
荘
、
合
同
で
や
れ
ば
団
体
予
約
が
で

き
て
割
引
も
き
く
（
笑
）
。
職
員
の
支
援
の
目
も
増
え
て
、
他
の
職

員
の
支
援
の
や
り
方
も
見
ら
れ
る
の
で
良
い
な
と
思
い
ま
す
。 

▼あじさい 学習室 

▼あじさい 保育室 

▼のぞみ荘 保育室 
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施設概要 

利用者：●● 

定員：●名… 

 

 

―
―

綾
瀬
荘
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

現
在
は
、
非
保
護
世
帯
の
み
の
入
所
で
す
。
玄
関
オ
ー
ト
ロ

ッ
ク
が
あ
り
、
居
室
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
訪
問
者
を

確
認
で
き
る
の
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
高
い
で
す
。
施
設
が
ま

だ
新
し
い
た
め
居
室
環
境
も
快
適
で
す
。
気
持
ち
よ
く
生
活
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
食
洗
器
や
衣
類
乾
燥
機
の
貸
出
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。
居
室
の
使
用
料
は
、
居
室
の
種
類
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
利
用
者
さ
ん
か
ら
直
接
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。 

当法人が運営する綾瀬荘・葛飾荘は、それぞれ「宿泊所」 「宿所提供施設」と種別や根拠法が異なる施設で

す。綾瀬荘では施設の設備や環境、葛飾荘では職員インタビューを中心にご紹介します。 

―
―

生
活
保
護
施
設
と
は
違
っ
た
大
変
さ
や
苦
労
は
、
ど
ん
な

こ
と
で
す
か
？ 

ま
ず
、
使
用
料
の
徴
収
が
大
変
で
す
。
居
室
の
使
用
料
に
は

幅
が
あ
っ
て
、
収
入
額
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
す
が
、
利
用
者

さ
ん
が
収
入
額
や
貯
蓄
額
を
多
め
に
話
し
て
い
て
、
入
所
し
て

み
た
ら
所
持
金
が
な
か
っ
た
り
、
非
正
規
雇
用
で
収
入
が
入
ら

な
い
と
払
え
な
い
と
言
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
、
転
居
先
を
決
め
る
の
も
大
変
で
す
。
生
活
保
護

で
は
な
い
の
で
、
収
入
の
低
さ
や
預
貯
金
が
少
な
い
と
い
う
理

由
で
、
審
査
に
通
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
活
保
護
で
あ

れ
ば
、
福
祉
事
務
所
が
家
賃
や
光
熱
費
を
支
給
す
る
た
め
滞
納

す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
で
す
が
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

低
所
得
世
帯
で
あ
る
と
滞
納
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
審
査
に

通
り
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
都
営
住
宅
は
、
収
入

が
多
い
と
入
居
し
辛
く
な
り
ま
す
し
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
繋
げ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
活
保
護
の
制
度
に
守
ら
れ
て
い
る
か

い
な
い
か
の
差
は
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。 

―
―

入
所
さ
れ
る
方
は
ど
の
よ
う
な
方
が
多
い
で
す
か
？ 

綾
瀬
荘
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
高
い
の
で
、
Ｄ
Ｖ
避
難
で
の
入

所
が
多
い
の
で
す
が
、
夫
や
交
際
相
手
の
元
へ
戻
る
方
も
多
い

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
戻
る
の
か
と
い
う
と
、「
寂
し
い
」

「
私
が
い
な
け
れ
ば
あ
の
人
は
ダ
メ
」
と
い
っ
た
感
情
か
ら
の

行
動
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
生
活
保
護
で
は
な
い
の
で
、
経

済
的
な
不
安
が
あ
っ
た
り
、
自
由
度
が
高
か
っ
た
り
と
い
っ
た

こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

―
―

最
後
に
、
宿
泊
所
で
の
支
援
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

宿
泊
所
で
の
家
族
支
援
・
女
性
支
援
は
、
非
保
護
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
幅
広
く
、
奥
が
深
い
で
す
。
公
的
な
支
援
だ
け
で

な
く
、
そ
の
方
の
地
域
の
繫
が
り
だ
っ
た
り
、
外
国
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
だ
っ
た
り
、
活
用
で
き
る
も
の
は
す
べ
て
活
用
す
る

と
い
う
勢
い
で
、
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
柔
軟
さ

が
面
白
か
っ
た
り
し
ま
す
。 

ま
た
、
職
員
が
少
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
支
援
の
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
職
員
同
士
相
談
し
あ
っ
て
経
験
を
持
ち
寄

り
、
難
し
い
場
面
を
乗
り
切
っ
た
時
に
も
達
成
感
が
あ
り
ま
す

ね
。
今
の
綾
瀬
荘
は
、
更
生
施
設
や
母
子
生
活
支
援
施
設
等
、

他
施
設
で
の
支
援
経
験
を
持
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
多
く
、
お

互
い
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
宿
泊
所
の
支
援
は
難
し
さ
も
あ

る
の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
せ
る
面
白
さ
も
あ
り

ま
す
。
若
手
職
員
を
丁
寧
に
育
て
て
い
っ
て
、
宿
泊
所
で
の
応

用
編
の
支
援
に
魅
力
を
感
じ
る
職
員
を
増
や
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。 

―
―

綾
瀬
荘
は
「
建
物
も
居
室
も
き
れ
い
」
と
評
判
で
す
ね
。 

建
物
も
居
室
も
綺
麗
な
状
態
を
保
て
る
よ
う
、
職
員
一
同
努

力
し
て
い
る
の
で
、
「
き
れ
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は

嬉
し
い
で
す
ね
。
利
用
者
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変
な
状
況
を

抜
け
出
し
て
入
居
さ
れ
る
の
で
、
少
し
で
も
良
い
環
境
で
迎
え

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

[

撮
影
・
デ
ザ
イ
ン
＝
中
西] 

[

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文
＝
佐
藤
（
文
）・
添
野] 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
】 

・
平
石
さ
ん 

入
職
３
年
目
。
大
学
で
は
福
祉
を
専
攻
。
元
々
医
療
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
生
活
保
護
分

野
に
も
興
味
を
持
ち
、
事
業
団
に
入
職
し
ま
し
た
。 

・
鈴
木
施
設
長 

 

施
設
長
と
し
て
葛
飾
荘
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
長
年
の
経
験

を
活
か
し
、
施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。 

―
―

平
石
さ
ん
は
入
職
し
て
す
ぐ
葛
飾
荘
に
配
属
さ
れ
３
年
目

で
す
ね
。
葛
飾
荘
の
支
援
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
あ
る
方
へ
の
支
援
が
難
し
か
っ
た
で

す
。
初
め
は
攻
撃
的
な
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
関
係
性

が
で
き
、
お
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
ア
ル

コ
ー
ル
が
や
め
ら
れ
ず
、
ア
パ
ー
ト
転
宅
は
で
き
な
い
ま
ま
利

用
期
限
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
ち
ょ
っ
と
何
か
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
、
今
で
も
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

―
―

支
援
の
中
で
気
を
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
や
心
掛
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。 

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
周
り
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
少
人
数
な
の
で
風
通
し
も
良
く
、
相
談

し
や
す
い
環
境
で
す
。
他
に
は
、
利
用
者
さ
ん
ご
本
人
が
で
き

る
こ
と
や
、
そ
の
人
の
経
験
に
基
づ
い
た
判
断
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
ご
自
身
で
で
き
る
こ
と
は
最
低
限
の
関
わ
り
に
と
ど

め
、
支
援
を
し
す
ぎ
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

―
―

支
援
を
し
て
い
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
場
面
や
嬉
し
い
場

面
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

生
活
保
護
を
テ
ー
マ
に
し
た
漫
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
で
、
保
護

を
受
け
て
い
る
方
の
壮
絶
な
過
去
が
描
か
れ
て
い
た
り
し
た

の
で
、
つ
ら
い
現
場
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。
実
際
に
仕
事
を
し
て
み
て
、
確
か
に
つ
ら
い
過
去
を
持
っ

て
い
る
方
は
多
い
で
す
が
、
次
へ
向
か
っ
て
頑
張
ろ
う
と
し
て

い
る
今
の
姿
を
知
り
、
少
し
で
も
応
援
で
き
れ
ば
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

―
―

宿
所
提
供
施
設
に
も
母
子
世
帯
が
入
所
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
母
子
生
活
支
援
施
設
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
点
で
し
ょ

う
か
？ 

母
子
生
活
支
援
施
設
と
は
根
拠
法
が
違
う
の
で
、
宿
所
提
供

施
設
で
は
、
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
一
義
的
な
窓
口

に
な
り
ま
す
。
児
童
相
談
所
や
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、

各
区
の
子
ど
も
支
援
課
等
と
の
関
わ
り
も
直
接
的
で
は
な
く

な
る
た
め
、
福
祉
事
務
所
を
通
し
て
調
整
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
母
子
の
支
援
の
際
、
そ
こ
は
難
し
い
と
こ
ろ
に

な
る
と
思
い
ま
す
。 

―
―

葛
飾
荘
と
し
て
今
後
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と

な
ど
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

こ
れ
ま
で
、
町
会
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
り
、
社
協
ま
つ

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
貢
献

活
動
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
在
、
葛
飾
区
社
会
福
祉
法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
入
し

て
定
期
的
に
会
議
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
葛
飾
区
で
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
一
緒
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
で
、
地
域
で
の
役
割
を
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

―
―

こ
こ
で
施
設
の
沿
革
や
全
体
の
こ
と
に
つ
い
て
鈴
木
施
設

長
に
も
お
話
を
う
か
が
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

現
在
、
１２
世
帯
１６
名
の
方
が
入
所
中
で
す
（
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
実
施
日
現
在
）
。
ま
た
、
葛
飾
荘
で
は
過
去
に
難
民
の
受
け

入
れ
な
ど
も
行
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。 

―
―

先
ほ
ど
平
石
さ
ん
か
ら
支
援
の
難
し
さ
等
に
つ
い
て
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
が
、
施
設
長
と
し
て
感
じ
る
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
す
か
。 

宿
所
提
供
施
設
で
の
支
援
の
難
し
さ
と
い
う
も
の
は
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
「
人
を
支
援
す
る
」
と
い
う
点
で
は
、
更
生

施
設
や
そ
の
他
の
施
設
と
も
共
通
し
て
い
ま
す
。
平
石
さ
ん

は
、
１
年
目
で
葛
飾
荘
配
属
に
な
り
、
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
手
取
り
足
取
り
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
仕
事
に
活

き
る
よ
う
に
、
根
拠
を
示
し
て
説
明
す
る
よ
う
に
し
て
き
ま
し

た
。
生
活
保
護
制
度
や
運
用
事
例
集
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
同
じ
目
線
で
、
協
働
し
て
支
援
を
進
め
て
い

く
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

綾瀬荘 

宿泊所 宿所提供施設 

葛飾荘 

＜3DK居室のダイニング＞ 

キッチンとの距離が近く、調理中も子どもたち

の様子を見守ることができます。 

＜集会室＞子どもから大人まで楽しめる

様々な図書が揃っています。 

＜居室＞(バリアフリー) 

バリアフリーの居室限定

でベッドを設置していま

す。 

＜居室＞ 

南向きで日当たりの良い居室。

生活に必要な家電も揃っていま

す。 

＜多目的室＞ 

書籍や玩具を設置しています。 

P.10 P.11 



  

施設概要 

利用者：●● 

定員：●名… 
 

 
―
―

綾
瀬
荘
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

現
在
は
、
非
保
護
世
帯
の
み
の
入
所
で
す
。
玄
関
オ
ー
ト
ロ

ッ
ク
が
あ
り
、
居
室
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
訪
問
者
を

確
認
で
き
る
の
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
高
い
で
す
。
施
設
が
ま

だ
新
し
い
た
め
居
室
環
境
も
快
適
で
す
。
気
持
ち
よ
く
生
活
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
食
洗
器
や
衣
類
乾
燥
機
の
貸
出
な
ど
も
行

っ
て
い
ま
す
。
居
室
の
使
用
料
は
、
居
室
の
種
類
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
利
用
者
さ
ん
か
ら
直
接
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。 

当法人が運営する綾瀬荘・葛飾荘は、それぞれ「宿泊所」 「宿所提供施設」と種別や根拠法が異なる施設で

す。綾瀬荘では施設の設備や環境、葛飾荘では職員インタビューを中心にご紹介します。 

―
―

生
活
保
護
施
設
と
は
違
っ
た
大
変
さ
や
苦
労
は
、
ど
ん
な

こ
と
で
す
か
？ 

ま
ず
、
使
用
料
の
徴
収
が
大
変
で
す
。
居
室
の
使
用
料
に
は

幅
が
あ
っ
て
、
収
入
額
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
す
が
、
利
用
者

さ
ん
が
収
入
額
や
貯
蓄
額
を
多
め
に
話
し
て
い
て
、
入
所
し
て

み
た
ら
所
持
金
が
な
か
っ
た
り
、
非
正
規
雇
用
で
収
入
が
入
ら

な
い
と
払
え
な
い
と
言
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
、
転
居
先
を
決
め
る
の
も
大
変
で
す
。
生
活
保
護

で
は
な
い
の
で
、
収
入
の
低
さ
や
預
貯
金
が
少
な
い
と
い
う
理

由
で
、
審
査
に
通
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
活
保
護
で
あ

れ
ば
、
福
祉
事
務
所
が
家
賃
や
光
熱
費
を
支
給
す
る
た
め
滞
納

す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
で
す
が
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

低
所
得
世
帯
で
あ
る
と
滞
納
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
審
査
に

通
り
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
都
営
住
宅
は
、
収
入

が
多
い
と
入
居
し
辛
く
な
り
ま
す
し
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
繋
げ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
活
保
護
の
制
度
に
守
ら
れ
て
い
る
か

い
な
い
か
の
差
は
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。 

―
―

入
所
さ
れ
る
方
は
ど
の
よ
う
な
方
が
多
い
で
す
か
？ 

綾
瀬
荘
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
高
い
の
で
、
Ｄ
Ｖ
避
難
で
の
入

所
が
多
い
の
で
す
が
、
夫
や
交
際
相
手
の
元
へ
戻
る
方
も
多
い

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
戻
る
の
か
と
い
う
と
、「
寂
し
い
」

「
私
が
い
な
け
れ
ば
あ
の
人
は
ダ
メ
」
と
い
っ
た
感
情
か
ら
の

行
動
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
生
活
保
護
で
は
な
い
の
で
、
経

済
的
な
不
安
が
あ
っ
た
り
、
自
由
度
が
高
か
っ
た
り
と
い
っ
た

こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

―
―

最
後
に
、
宿
泊
所
で
の
支
援
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

宿
泊
所
で
の
家
族
支
援
・
女
性
支
援
は
、
非
保
護
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
幅
広
く
、
奥
が
深
い
で
す
。
公
的
な
支
援
だ
け
で

な
く
、
そ
の
方
の
地
域
の
繫
が
り
だ
っ
た
り
、
外
国
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
だ
っ
た
り
、
活
用
で
き
る
も
の
は
す
べ
て
活
用
す
る

と
い
う
勢
い
で
、
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
柔
軟
さ

が
面
白
か
っ
た
り
し
ま
す
。 

ま
た
、
職
員
が
少
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
支
援
の
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
職
員
同
士
相
談
し
あ
っ
て
経
験
を
持
ち
寄

り
、
難
し
い
場
面
を
乗
り
切
っ
た
時
に
も
達
成
感
が
あ
り
ま
す

ね
。
今
の
綾
瀬
荘
は
、
更
生
施
設
や
母
子
生
活
支
援
施
設
等
、

他
施
設
で
の
支
援
経
験
を
持
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
多
く
、
お

互
い
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
宿
泊
所
の
支
援
は
難
し
さ
も
あ

る
の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
せ
る
面
白
さ
も
あ
り

ま
す
。
若
手
職
員
を
丁
寧
に
育
て
て
い
っ
て
、
宿
泊
所
で
の
応

用
編
の
支
援
に
魅
力
を
感
じ
る
職
員
を
増
や
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。 

―
―

綾
瀬
荘
は
「
建
物
も
居
室
も
き
れ
い
」
と
評
判
で
す
ね
。 

建
物
も
居
室
も
綺
麗
な
状
態
を
保
て
る
よ
う
、
職
員
一
同
努

力
し
て
い
る
の
で
、
「
き
れ
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は

嬉
し
い
で
す
ね
。
利
用
者
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変
な
状
況
を

抜
け
出
し
て
入
居
さ
れ
る
の
で
、
少
し
で
も
良
い
環
境
で
迎
え

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

[

撮
影
・
デ
ザ
イ
ン
＝
中
西] 

[

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
文
＝
佐
藤
（
文
）・
添
野] 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
】 

・
平
石
さ
ん 

入
職
３
年
目
。
大
学
で
は
福
祉
を
専
攻
。
元
々
医
療
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
生
活
保
護
分

野
に
も
興
味
を
持
ち
、
事
業
団
に
入
職
し
ま
し
た
。 

・
鈴
木
施
設
長 

 

施
設
長
と
し
て
葛
飾
荘
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
長
年
の
経
験

を
活
か
し
、
施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。 

―
―

平
石
さ
ん
は
入
職
し
て
す
ぐ
葛
飾
荘
に
配
属
さ
れ
３
年
目

で
す
ね
。
葛
飾
荘
の
支
援
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
あ
る
方
へ
の
支
援
が
難
し
か
っ
た
で

す
。
初
め
は
攻
撃
的
な
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
関
係
性

が
で
き
、
お
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
ア
ル

コ
ー
ル
が
や
め
ら
れ
ず
、
ア
パ
ー
ト
転
宅
は
で
き
な
い
ま
ま
利

用
期
限
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
う
ち
ょ
っ
と
何
か
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
、
今
で
も
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。 

―
―

支
援
の
中
で
気
を
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
や
心
掛
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。 

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
周
り
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
少
人
数
な
の
で
風
通
し
も
良
く
、
相
談

し
や
す
い
環
境
で
す
。
他
に
は
、
利
用
者
さ
ん
ご
本
人
が
で
き

る
こ
と
や
、
そ
の
人
の
経
験
に
基
づ
い
た
判
断
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
ご
自
身
で
で
き
る
こ
と
は
最
低
限
の
関
わ
り
に
と
ど

め
、
支
援
を
し
す
ぎ
な
い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

―
―

支
援
を
し
て
い
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
場
面
や
嬉
し
い
場

面
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

生
活
保
護
を
テ
ー
マ
に
し
た
漫
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
で
、
保
護

を
受
け
て
い
る
方
の
壮
絶
な
過
去
が
描
か
れ
て
い
た
り
し
た

の
で
、
つ
ら
い
現
場
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。
実
際
に
仕
事
を
し
て
み
て
、
確
か
に
つ
ら
い
過
去
を
持
っ

て
い
る
方
は
多
い
で
す
が
、
次
へ
向
か
っ
て
頑
張
ろ
う
と
し
て

い
る
今
の
姿
を
知
り
、
少
し
で
も
応
援
で
き
れ
ば
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

―
―

宿
所
提
供
施
設
に
も
母
子
世
帯
が
入
所
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
母
子
生
活
支
援
施
設
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
点
で
し
ょ

う
か
？ 

母
子
生
活
支
援
施
設
と
は
根
拠
法
が
違
う
の
で
、
宿
所
提
供

施
設
で
は
、
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
一
義
的
な
窓
口

に
な
り
ま
す
。
児
童
相
談
所
や
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、

各
区
の
子
ど
も
支
援
課
等
と
の
関
わ
り
も
直
接
的
で
は
な
く

な
る
た
め
、
福
祉
事
務
所
を
通
し
て
調
整
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
母
子
の
支
援
の
際
、
そ
こ
は
難
し
い
と
こ
ろ
に

な
る
と
思
い
ま
す
。 

―
―

葛
飾
荘
と
し
て
今
後
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と

な
ど
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。 

こ
れ
ま
で
、
町
会
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
り
、
社
協
ま
つ

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
貢
献

活
動
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
現
在
、
葛
飾
区
社
会
福
祉
法
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
入
し

て
定
期
的
に
会
議
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
葛
飾
区
で
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
一
緒
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
で
、
地
域
で
の
役
割
を
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

―
―

こ
こ
で
施
設
の
沿
革
や
全
体
の
こ
と
に
つ
い
て
鈴
木
施
設

長
に
も
お
話
を
う
か
が
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

現
在
、
１２
世
帯
１６
名
の
方
が
入
所
中
で
す
（
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
実
施
日
現
在
）
。
ま
た
、
葛
飾
荘
で
は
過
去
に
難
民
の
受
け

入
れ
な
ど
も
行
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。 

―
―

先
ほ
ど
平
石
さ
ん
か
ら
支
援
の
難
し
さ
等
に
つ
い
て
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
が
、
施
設
長
と
し
て
感
じ
る
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
す
か
。 

宿
所
提
供
施
設
で
の
支
援
の
難
し
さ
と
い
う
も
の
は
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
「
人
を
支
援
す
る
」
と
い
う
点
で
は
、
更
生

施
設
や
そ
の
他
の
施
設
と
も
共
通
し
て
い
ま
す
。
平
石
さ
ん

は
、
１
年
目
で
葛
飾
荘
配
属
に
な
り
、
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
手
取
り
足
取
り
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
仕
事
に
活

き
る
よ
う
に
、
根
拠
を
示
し
て
説
明
す
る
よ
う
に
し
て
き
ま
し

た
。
生
活
保
護
制
度
や
運
用
事
例
集
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
同
じ
目
線
で
、
協
働
し
て
支
援
を
進
め
て
い

く
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

綾瀬荘 

宿泊所 宿所提供施設 

葛飾荘 

＜3DK居室のダイニング＞ 

キッチンとの距離が近く、調理中も子どもたち

の様子を見守ることができます。 

＜集会室＞子どもから大人まで楽しめる

様々な図書が揃っています。 

＜居室＞(バリアフリー) 

バリアフリーの居室限定

でベッドを設置していま

す。 

＜居室＞ 

南向きで日当たりの良い居室。

生活に必要な家電も揃っていま

す。 

＜多目的室＞ 

書籍や玩具を設置しています。 

P.10 P.11 



施設利用・申込について 
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髙橋さん 

インタビューのなかでは、お伝えしきれなかった

ので、ここでちょっとだけ紹介させてください!! 

ある上司が見た夢の話。私が巨大なカマキリにバックドロッ

プを決め、キーキー言わせていたそうです。夢占いで調べる

とカマキリは厄介な問題の象徴らしく、つまり私は大胆で型

破りに問題を片づける存在らしい。嬉しいような気もします

が、セコンド席…いや観客席から応援することにします。課

長、どうかご容赦ください。 

――そして、このバックドロップを最後に、本コーナーは幕

を下ろします。これまで本当にありがとうございました。こ

れからは部会員の皆さんを観客席から応援しています！ 

本編よりも購読率が高い（らしい）「しょうもない話」が最

終回を迎えました。個人的にも好きなコーナーだったので、

これまでのバックナンバーを掘り起こし、勝手ながら総集編

を編纂しようと思います。清水さん、お疲れ様でした！ 

【制作・編集担当】中西 

編集後記 

 

バックアップセンターとは？ 

施設の入退所の調整を行うところです。特別区人

事・厚生事務組合が運営しています。略して BUC

または B/C と表記することもあります。塩崎荘

はバックアップセンターの調整なしで入所可能

です。 

宿泊所・宿所提供施設への入所は、福祉事務所か

らの依頼が必要です。まずは担当のケースワーカ

ーへご相談ください。また。法人本部（03-

6666-1046）まで直接お問合せいただくこと

も可能です。 

母子生活支援施設 

のぞみ荘 / メゾン・ド・あじさい 

法人本部へご連絡ください 

（03-6666-1046） 

 

宿泊所 綾瀬荘 / 宿所提供施設 葛飾荘 

バックアップセンターへご連絡ください。 

（03-5210-9036） 

 

※その他 施設利用に関するお問い合わせ 

（03-5210-9032） 

福祉事務所のみなさま 

事務局 

清水の   

 

しょうもない話 
 

COVER MODEL 

要保護者 

(利用者) 
福祉事務所 

バックアップ 

センター 
施設 

相談 利用申込 入所調整 SEED

特集 母子生活支援施設 

メゾン・ド・あじさい 

のぞみ荘 

× 

宿泊所 

宿所提供施設 

綾瀬荘 

葛飾荘 

PICK UP 

のぞみ荘を退所したこど

もたちやお母さんたちか

らもらったものの一部で

す。元気にしてるかな

～??って思い出したり、

久しぶりに遊びに来てく

れた時に、一緒に見て当

時を振り返ったり…私に

とって大切な物です!! 
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